






































からである。Klaus Völker (Hg.): Künstliche Menschen. Dichtungen und Dokumente über Golems, 
Homunculi, Androiden und liebende Statuen. München : dtv 1976, S. 251-330; Henri Coulet (ed.): 
Pygmalions des Lumières. Paris: Éditions Desjonquères 1998; Achim Aurnhammer, Dieter Martin 
(Hg.): Mythos Pygmalion. Texte von Ovid bis John Updike. Reclam: Leipzig 2003の三冊のアンソロ
ジーによって，ピュグマリオンというモティーフが使われている欧米の文学テクストをほとんど
網羅することができる。Heinrich Dörrie: Pygmalion. Ein Impuls Ovids und seine Wirkungen bis in 
die Gegenwart. Opladen: Westdeutscher Verlag 1974は，オヴィディウス以前に見られるピュグマ
リオンのモティーフについて詳細な解説を加えている点で出色である。Mathias Mayer, Gerhard 
Neumann (Hg.): Pygmalion. Die Geschichte des Mythos in der abendländischen Kultur. Freiburg im 
Breisgau: Rombach 1997は，20世紀末までピュグマリオンのモティーフの受容史を詳述した論文
集で，とくに編者の一人である G.ノイマンによる冒頭の論文，“Pygmalion. Metamorphosen des 
Mythos”は，1980年代後半に登場したアダルトゲームまでを射程におさめている点で，視点が本
稿と部分的に重なるが，その射程はあくまでも 20世紀末までである。これとは正反対に，Claudia 
Weiser: Pygmalion. Vom Künstler und Erzieher zum pathologischen Fall. Eine stoffgeschichtliche 
Untersuchung. Frankfurt am Main: Peter Lang 1998は，文学作品以外にはめくばりをしない典型的
な文学研究だが，ピュグマリオンのモティーフを美学との関連で考える上で有益である。美術史で
は，Helmut Friedel (Hg.): Pygmalions Werkstatt: Die Erschaffung des Menschen im Atelier von der 































































































































レールの，「これからはあなたのそばで，「よく愛すれば，己はもはや念頭になし［quand on aime 















































しいピュグマリオン［Der neue Pygmalion］』は『ジュリー，あるいは新エロイーズ［Julie ou la 
























































bildende Hand］」や「彼の教育術」（61, 160），「教育事業［Bildungswerk］」（63, 163 ; 63, 164），「教




















































































































































































れの家の作りつけの家具みたいなものだ［you are a part of it that has come my way and been 

































































































一定の閾値を超えた想像力さえあればいい 55。『週刊朝日』（2016年 03月 11日号）には，「ラブドー
ルで“愛”がよみがえる お出かけは家族も公認，同棲して 10歳若返り！」，というタイトルのもと，
ラブドールとの性生活を営む 60才の男性のインタビュー記事が掲載されている。『朝日新聞』（2017
年 06月 07日朝刊）には，ラブドール老舗メーカーである「オリエント工業」創業 40周年を記念
















ワードは，『朝日新聞』では 2012年 06月 15日が初出で 7件，『読売新聞』では 2015年 10月 29日





































































































































Das Sexualleben unserer Zeit. Vierte bis sechste, um einen Anhang vermehrte und mit Namen- und Sachregister 
versehene Auflage. Berlin: Louis Marcus 1908, S.710にも記載されている。多くの彫像が展示されている美術館を歩
くだけでリビドーが刺激されるという症例も報告され，それらが一括して「ピュグマリオニズム」と，そのような
症状を示す人間が「ピュグマリオニスト」と呼ばれている。
 3 前掲書（後注 2）390頁。
 4 Johann Wolfgang von Goethe: Die Metamorphose der Pflanzen. Textkritisch durchgesehen und kommentiert von 
Erich Trunz. Munchen: dtv 1982, S. 200.
 5 教育学部で教鞭をとる教員である私は，ロバート・ローゼンタールが提唱した「ピュグマリオン効果［Pygmalion 
ef fect］」をとりあげるべきかもしれない。しかし，「教師期待効果」とも呼ばれるこの現象は，その信憑性が低く，
本稿の内容とはほとんど関係がないので論及しない。






 8 フロイト（立木康介訳）「ナルシシズムの導入にむけて」，『フロイト全集』（岩波書店，2010）第 13巻，119頁。
 9 ナルキッソスは第 3巻，ピュグマリオンは第 10巻で言及される。
 10 ギヨーム・ド・ロリス，ジャン・ド・マン（篠田勝英訳）『薔薇物語』（ちくま文庫）下巻，331頁。
 11 前掲書（後注 10），342頁。
 12 谷川渥『肉体の迷宮』（東京書籍，2009）168頁。






 16 Jean-Jacques Rousseau: Oeuvres complètes II. Bibliothèque de la Pléiade. Gallimard, 1961, p. 1018.
 17 前掲書（後注 16）1230頁。
 18 Le Grand Robert de la langue française. Dictionnaire alphabétique et analogique de la langue française. Deuxième 







有名なのが，メアリー・シェリー『フランケンシュタイン，現代のプロメテウス［Frankenstein, or The Modern 
Prometheus］』である。これは『新しいピュグマリオン』に先立つ 1818年に出版された。
 22 Johann Georg Meusel: Lexikon der vom Jahr 1750 bis 1800 verstorbenen teutschen Schriftsteller. Hildesheim: 
G. Olms 1804. Vierter Bd., S. 79-80によれば，ルソーの原著が出版されたのと同じ 1761年には，はやくも，Johann 
Gottfried Gelliusによるそのドイツ語翻訳の出版が開始した。正式のタイトルは，“Die Neue Heloise, oder Briefe 
zweyer Liebenden, aus einer kleinen Stadt am Fuße der Alpen”である。
 23 Karl Immermann : Werke in fünf Bänden. Hg. von Benno von Wiese. Frankfurt am Main: Athenäum 1971. Bd. 1, 
S. 282.  以下，インマーマンのテクストを引用する際には，その直後の丸括弧の中に該当する頁を挙げる。
 24 『カント全集』（岩波書店，2001）第 17巻，241頁。ケーニヒスベルク大学での講義の時期に関しては，訳者であ
る加藤泰史による解説を参照した。Immanuel Kant: Schriften zur Anthropologie, Geschichtsphilosophie, Politik und 
Pädagogik. 2. Hg. von Wilhelm Weischedel. Frankfurt am Main: Suhrkamp 1977, S. 712.
 25 Wilhelm von Humboldt: Ideen zu einem Versuch, die Gränzen der Wirksamkeit des Staats zu bestimmen. In: Werke in 
fünf Bänden. Hg. von Andreas Flitner und Klaus Giel, Bd.1, S. 64.
 26 Gottfried Keller: Sieben Legenden. Das Sinngedicht. Martin Salander. Hg. von Dominik Müller. Franfurt am Main: 





 28 前掲書（後注 27）162頁。
 29 ベルント・W・ヴェスリング（石田一志，松尾直美訳）『アルマ・マーラー　華麗な生涯』（音楽之友社，1989）8頁。
 30 Harold P. Blum: Oskar Kokoschka and Alma Mahler. In: The Psychoanalytic Study of the Child, 65: 1(2011), pp. 293-
309.とくに 297-300頁を参照。
 31 Sadie Stein: My Fair Lady. “the PARIS REVIEW”, Febr uar y 17, 2015 https://www.theparisreview.org/
blog/2015/02/17/my-fair-lady/ （最終アクセスは 2017年 11月 4日））。画像の解像度が比較的高いので，本稿で
240 変態の変態　―《ピュグマリオン的欲望》と《現実》の中での《疑似他者》―（神尾）
はこのサイトに掲載されている画像を使用したが，本来は，Klaus Gallwitz （Hg.）: Oskar Kokoschka und Alma 
Mahler : die Puppe, Epilog einer Passion. Frankfurt am Main: Städtische Galerie im Städel, 1992. S.46に掲載されてい
る三枚の写真のほうがリアル（？）だ。
 32 Bonnie Roos: Oskar Kokoschka’s Sex Toy: The Women and the Doll Who Conceived the Artist. In: Modernism/
modernity, Volume 12, Number 2, April 2005, pp. 291-309.とくに 291頁を参照。
 33 ニーチェ（信太正三訳）『道徳の系譜』，『ニーチェ全集』（ちくま学芸文庫，1993）第 11巻，496頁。下線部はニー
チェによる強調。
 34 J-K・ユイスマンス（田辺貞之助訳）『彼方』（創元推理文庫，1975）236-237頁














 42 前掲書（後注 40）107頁。
 43 言語教育をほどこすことで下の階級の女性を bildenするというモティーフは，ケラー『レギーネ』とショー『ピ
グマリオン』に共通している。同一のモデルがいたらしい。ドイツの解剖学者ヤーコプ・ヘンレ（Jakob Henle）
は友人の家で家政婦をしていたエリーゼ・エグロフ（Elise Eglof f）を見そめ結婚した。ショーのテクストの
女主人公 Elizaの名前もこの Eliseからとられているのかもしれない。Isa Schikorsky: Vom Dienstmädchen zur 
Professorengattin. Probleme bei der Aneignung bürgerlichen Sprachverhaltens und Sprachbewußtseins. In: Dieter 
Cherubim, Siegfried Grosse, Klaus J. Mattheier (Hg.): Sprache und bürgerliche Nation. Berlin, New York: de Gruyter, 
1998. S.259-281; Carlos Ortiz-Hidalgo: The professor and the seamstress: an episode in the life of Jacob Henle. In: 
Gaceta Medica De Mexico, 2015 Nov-Dec, 151, pp. 762-769.とくに 763頁を参照。
 44 バーナード・ショー（倉橋健訳）：『ピグマリオン』（白水社，1997）228頁。以下，引用箇所ないし言及箇所の直
後の丸括弧の中に該当する頁を挙げる。
 45 Bernard Shaw: Pygmalion. Penguin Books, 1985, p. 127.
 46 ショーは『イプセン主義神髄』というエッセイも書いている。イプセンとショーとの関係については，日本バーナー
ド・ショー協会（編）『バーナード・ショー研究』（学書房，1986）40-60頁を参照。
 47 OEDに掲載されている“mad scientist”の最初の使用例は 1893年である。エジソンやリラダンは言及されていな
いが……。
 48 Zsófia Anna Tóth: S1m0ne. Simulacrum and Simulation Incarnated in The Perfection of Humanoid Virtuality. In: 
Technology and Humanity, University of Glasgow, 12（Winter 2008）を参照。 https://www.gla.ac.uk/media/













 50 「“アンナちゃんとあそぼ”／“なないちゃんとあそぼ！”」 http://www.vrjcc.com/（最終アクセスは 2017年 11月
4日）。「VRアダルトゲーム『なないちゃんとあそぼ！』世界最大のアダルト展示会へ出展へ」 http://www.excite.


















 57 江戸川乱歩「人でなしの恋」，『江戸川乱歩全集　第 3巻　陰獣』（光文社文庫，2005）221頁。
 58 荒川和久『超ソロ社会　「独身大国・日本」の衝撃』 （PHP新書，2017）。
 59 たとえば，東京都生活文化局による「若年層における交際相手からの暴力に関する調査」（平成 25年 2月）を参照。
 60 「平成 28年度 児童相談所での児童虐待相談対応件数＜速報値＞」　http://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-
11901000-Koyoukintoujidoukateikyoku-Soumuka/0000174478.pdf（最終アクセスは 2017年 11月 4日）。
 61 セックスロボットは，クローン人間と同じように，「人の尊厳の保持，人の生命及び身体の安全の確保並びに社会
秩序の維持［…］に重大な影響を与える可能性がある」（「平成十二年法律第百四十六号ヒトに関するクローン技
術等の規制に関する法律」より）。海外ではすでにセックスロボットの禁止を呼びかける“Campaign Against Sex 
Robots”というサイトも立ち上がっている。https://campaignagainstsexrobots.org/about/ （最終アクセスは 2017
年 11月 4日）。






 66 前掲書（後注 65）66-67頁。
 67 M.マクルーハン（栗原裕，河本仲聖訳）『メディア論　－人間の拡張の諸相－』（みすず書房，1987；原著は 1964）
48頁。









終アクセスは 2017年 11月 4日）。
 71 前掲書（後注 40）344頁。










 77 前掲書（後注 75）199-200頁。Alfred Schutz: Collected Papers II Studies in Social Theory. The Hague: Martinus 
Nijhoff, 1976, p. 143によれば，訳書で傍点がほどこされ，本稿で下線を引いた「他者」は“the Others”の訳語で
ある。
 78 荒川敏彦「殻［ゲホイゼ］の中に住むものは誰か」，『現代思想　総特集：マックス・ウェーバー』（青土社，2007
年 11月臨時増刊号）78-97頁によれば，Gehäuseには「抑圧」のみならず「保護」の意味もある。荒川はその意
味をこめて「殻」という訳語をあてる。
